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 ご注意 

▪ 本書の内容の一部または全部を、営業目的で無断利用・無断配付するこ

とは禁止されています。 

▪ 本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されていま

す。 

▪ 本書の内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

▪ 本書の内容は、万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、

記載漏れなどお気づきの点がありましたら、発行元までご連絡くださ

い。 

▪ 本システムを利用したことにより発生したユーザの損害およびユーザが

第三者に与えた損害については、上記にかかわらず責任を負いません。 

 

複製厳禁・無断転載禁止 
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0. はじめに 

0.1 本資料の目的 

本書は、WinActor 向けの開発標準を示すものである。 

WinActor シナリオ開発(以下「シナリオ開発」という)とは、WinActor を用いた端末操

作の自動化に係る開発を示す。シナリオ開発ではスピード感を持った開発を求められ

る傾向にある。そこで、開発を実施するにあたり、全体の流れ及び各フェーズでのイ

ンプット、アウトプットとなる各種様式を定義した。これにより短期での導入を求め

られた場合には抜粋して開発することで要件を満たすことが可能である。 

各プロジェクトのシナリオ開発における統一的な考え方を与え、品質向上に寄与する

ことを目的としている。 

 

また、本書の想定する読者として、シナリオ開発に従事する方とする。 

上記のことから、契約や受注発注に関する成果物は本書では解説を行わないものとす

るが、本書の作業前に契約が行われており、対応内容(作成する成果物や保守内容)が

確定していることを前提とする。 

0.2 ドキュメント構成 

本書におけるドキュメント構成を表 0.2-1 ドキュメント構成に示す。 

 

表 0.2-1 ドキュメント構成 

資料 説明 

WinActor 導入手順 本資料 

様式 導入手順で定義されたアウトプットを作成するための様式

およびサンプル。「様式」フォルダに格納されている。 

ガイドライン 導入手順で定義されたタスクをおこなう際のノウハウなど

を記述したガイドライン。「ガイドライン」フォルダに格納

されている。 
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0.3 フェーズとタスクの構成要素 

シナリオ開発では図 0.3-1 フェーズとタスクの構成要素のように体系立てている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 0.3-1 フェーズとタスクの構成要素 

 

  

↑成果物セルフレビュー単位 

フェーズ 

アウトプット インプット 

様式 

定義観点（PJ 管理や契約、イベン

ト、役割分担、（実施組織）など意

味のある）の単位 

ガイドライン 様式 

タスク 
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1. シナリオ開発におけるフェーズ定義 

1.1 フェーズ定義 

シナリオ開発におけるフェーズ定義を表 1.1-1 フェーズ定義に示す。 

 

表 1.1-1 フェーズ定義 

No フェーズ 内容 開始基準 終了基準 

1 分析 お客様の業務の課題やニーズを

分析し、WinActor 導入による効

果を明確化する｡ 

お客様からの提案

を受領する。 

WinActor 導入による効

果と適用する作業が評

価され、お客様による

WinActor 導入可否が判

断されている。 

2 計画 シナリオ開発に係る開発計画（優

先度付スコープ、スケジュール、

体制、品質計画など）を作成する。 

お 客 様 に て 、

WinActor の導入が

承認されている。 

お客様により開発計画

が承認されている。 

3 開発 開発計画に基づき、シナリオ開発

として設計、実装、テストを実施

する。また、完成した機能につい

て、お客様への受入れをおこな

う。 

お客様により開発

計画が承認されて

いる。 

計画したスコープの開

発が完了し、お客様への

納品が実施されている。 

4 保守 納品した自動化機能の保守（バグ

修正、機能追加等）をおこなう。 

開発が完了しお客

様への納品が完了

している。 

お客様との間に保

守契約が締結され

ている。 

お客様との保守契約が

完了する。 
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1.2 タスク定義 

シナリオ開発におけるタスク定義を表 1.2-1 タスク定義に示す。 

※お客様との契約内容により、下記表の詳細なタスク内容および作成するアウトプットは変動する場合がある。 

 

表 1.2-1 タスク定義 

フェーズ 

項番 

フェーズ タスク 

項番 

タスク タスク内容 短期導入 

での必要有

無（※１） 

インプット 

(※７) 

アウトプット ガイドライン 

1 分析 1-1 現状業務

の可視化 

WinActor 導入に関連するお客様の業

務について、お客様資料をもとに、現

状の業務を作業単位に分割して可視化

する。 

無 

・お客様提示資料 業務フロー図

（現状） 

－ 

1-2 作業の洗

い出しと

改善作業

の特定 

お客様の現状業務における作業を洗い

出す。各作業の詳細(作業量、使用ツー

ルなど)についてヒアリングなどを実

施することで、作業内容を調査し、自

動化による改善対象を特定する。 

また、ヒアリング時に発生した疑問点

は問い合わせ管理簿上で管理し、解消

すること。 

無 

・お客様提示資料 

・業務フロー図（現状） 

・ヒアリングシ

ート（※２） 

・自動化検討作

業一覧 

・問い合わせ管

理簿（※３） 

－ 
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フェーズ 

項番 

フェーズ タスク 

項番 

タスク タスク内容 短期導入 

での必要有

無（※１） 

インプット 

(※７) 

アウトプット ガイドライン 

1-3 導入効果

の分析（試

験導入含

む） 

改善対象に対して、自動化した場合に

期待される効果（費用削減、作業品質

向上など）と開発費用を比較し、効果

の度合いを分析する。 
無 

・業務フロー図（現状） 

・ヒアリングシート 

・自動化検討作業一覧 

・年間削減時間

算出シート 

・業務フロー図

(導入後) 

・導入効果の分

析結果 

－ 

1-4 導入実施

の判断 

導入効果の分析結果から、WinActor を

導入するかどうかをお客様が判断す

る。 
無 

・年間削減時間算出シ

ート 

・導入効果の分析結果 

- － 

2 計画 2-1 開発計画 開発計画（自動化対象全体の開発スコ

ープ、開発順序、スケジュール、体制、

品質計画など）を作成する。 
有 

（※４） 

・年間削減時間算出シ

ート 

・導入効果の分析結果 

・業務フロー図(導入

後) 

・開発計画 － 

3 開発 3-1 WinActor

操作定義 

自動化対象作業の詳細(手順など)をヒ

アリングし、自動化対象作業の作業フ

ロー（ツール外部から見たときの流れ）

を定義する。 

 

有 

・お客様提示資料 

・自動化検討作業一覧 

・作業フロー図 － 
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フェーズ 

項番 

フェーズ タスク 

項番 

タスク タスク内容 短期導入 

での必要有

無（※１） 

インプット 

(※７) 

アウトプット ガイドライン 

3 開発 3-2 シナリオ

ファイル

設計 

作業の各操作内容を実現するための

WinActor での実現方式を設計する。 

 

 

 

無 

・作業フロー図 ・シナリオファ

イル設計書 

WinActor シ

ナリオ作成ガ

イドライン 

3-3 シナリオ

ファイル

実装 

設計したシナリオファイルをツール上

で実装する 

 

 

 

有 

・作業フロー図 

・シナリオファイル設

計書 

・実装済みシナ

リオファイル 

WinActor シ

ナリオ作成ガ

イドライン 

3-4 お客様実

装確認 

お客様に対面でシナリオの動作を確認

していただき、大まかな操作が正しい

か確認していただく。 

 

 

有 

・実装済みシナリオフ

ァイル 

－ － 

3-5 開発者テ

スト準備 

実装したシナリオファイルを基に、テ

スト項目表を作成し、テスト実施に必

要なデータの準備も行う。 

 

 

有 

・実装済みシナリオフ

ァイル 

・テスト項目表 

・テスト用デー

タ 

－ 
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フェーズ 

項番 

フェーズ タスク 

項番 

タスク タスク内容 短期導入 

での必要有

無（※１） 

インプット 

(※７) 

アウトプット ガイドライン 

3 開発 3-6 開発者テ

スト実施 

実装したシナリオファイルに対して、

作成したテスト項目表を元に機能面お

よび非機能面でテストする。 

有 

・実装済みシナリオフ

ァイル 

・テスト項目表 

・テスト用データ 

・テスト済みシ

ナリオファイル 

・自動化検討作

業一覧(自動化

実績時間記入済

み) 

・故障管理簿 

（※５） 

・テスト項目表

(テスト結果記

入済み) 

－ 

3-7 お客様向

けサンプ

ル提示 

開発者がシナリオを実行し、実行結果

が正しいことをお客様に確認していた

だく。(※６) 有 

・テスト済みシナリオ

ファイル 

・作業フロー図 

・サンプルインプット

データ 

・サンプルアウ

トプットデータ 

・シナリオ取扱

い説明書 

－ 

3-8 お客様へ

レクチャ

ー 

作成したシナリオファイルを業務に適

用するために、お客様側の担当者にシ

ナリオファイルの概要や操作方法をレ

クチャーする。 

有 

・テスト済みシナリオ

ファイル 

・シナリオ取扱い説明

書 

－ － 
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フェーズ 

項番 

フェーズ タスク 

項番 

タスク タスク内容 短期導入 

での必要有

無（※１） 

インプット 

(※７) 

アウトプット ガイドライン 

3 開発 3-9 お客様テ

スト 

実際お客様が運用する際の流れに沿っ

てシナリオを実行することで、動作の

確認をしていただく。 

有 

・テスト済みシナリオ

ファイル 

－ － 

3-10 シナリオ

概要設計 

保守およびシナリオファイルの引継ぎ

を行うために、完成したシナリオを元

にシナリオ概要設計書を作成する。 

無 

－ ・シナリオ概要

設計書 

－ 

4 保守 4-1 運用作業 お客様納品完了後の、バグ改修、機能

追加等を実施。 - 

(※８) 

・納品済み設計書およ

びシナリオファイル 

・保守対応済み

設計書およびシ

ナリオファイル 

 

－ 

※１ 短期での導入を求められる場合、有の項目のみを実施とする。 

※２ 本資料は各作業の WinActor 適用可否を判断する判断基準の参考として、シナリオ作成を行う各団体で適宜カスタマイズして活用するものと

する。 

※３ 以降の工程でお客様に対して質問事項および回答が発生した際には随時追記をしていく。 

※４ スコープや優先度を定義し、開発計画は作成しない。 

※５ 以降の工程で故障が発生した際には随時追記していく。 

※６ サンプルデータ（インプット、アウトプット）をお客様に用意していただく。 

※７ 工程の取捨選択などによりインプットが成果物として、用意されていない場合は適宜お客様への問い合わせ、または 

ヒアリングを行うことで足りない情報を補完し、工程を進める。 

※８ 保守対応については短期導入とは関わらず、契約内容によって対応の有無や内容が変わる。
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2. シナリオファイル作成フロー 

シナリオ開発における実行ファイルの作成フローについて、以下に示す。 

 

 

図 2-1 シナリオファイル作成フロー 

 

 

 

フェーズ

自動化対象のお客様の業務は、当該フローを通して、
以下の表のように階層で詳細化され、定義されていく。

要素
業務

作業

操作

計
画

WinActorシナリオファイル作成フロー

分
析

説明

お客様の企業活動となる単位。
　　例：エアコン取り付け工事管理業務

作業者にとって意味のある実行単位。
　　例：取り付け場所の周辺地図の貼り付け

作業を実行するための最小の実行単位。
　　例：クリップボードに住所を設定する

1-1現状業務の可視化 03-1_業務フロー図

お客様の業務について聞き込み

を行い、作業毎に分割したフ

ローを作成して流れを把握す

る。

※ お客様にて保持しているマ

ニュアル等にて同等のものがあ

れば代替可

1-2作業の洗い出しと改善事項の特定

03-2_ヒアリングソート

作業毎に詳細(作業量、使用ツール

など)を調査し、ヒアリングシートに入

力することでWinActorによる自動化

に適しているか評価を行う。

各作業について、ヒアリングシートを作成

した結果をもとに自動化可否や優先度を

判定する。

03-3_自動化検討対象一覧

1作業が1行となるように自動

化検討対象作業項目一覧を

作成する。

1-3導入効果の分析（試験導入含む）

1-4導入実施の判断

2-1開発計画
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図 2-2 シナリオファイル作成フロー 

 

  

フェーズ

開
発

保
守

WinActorシナリオファイル作成フロー

3-1 WinActor操作定義

03-5_作業フロー図

作業を実行ベースとして

分割し、操作として定義

する。

3-2シナリオファイル設計

03-6_シナリオファイル設計書

各操作について、RPA実

行ファイルとして定義する。

3-3シナリオファイル実装

3-6お客様へサンプル提示

3-5開発者テスト

3-7お客様へレクチャー

4-1運用作業

3-4お客様実装確認

3-8お客様テスト

3-9シナリオ概要設計

03-7_テスト項目表

分岐条件、繰り返し条件

などが正しく機能している

ことを確認する。
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